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県内最古の石造 アーチ橋 で ある こ とが分か った大 覚寺参道橋。橋上 に立 つの は贄 田さん

１
７
０
０
年
建
造
と
さ
れ
る
県
内
最
古
の
石
造
ア
ー
チ

橋

（眼
鏡
橋
）
の
歴
史
を
２８
年
さ
か
の
ぼ
る
眼
鏡
橋
が
、

佐
賀
市
伊
勃
町
の
大
覚
寺
に
あ
る
こ
と
が
、
宮
崎
市
の
ア

マ
チ

ュ
ア
石
橋
研
究
家
ら
の
調
査
で
分
か

っ
た
。
こ
の
眼

鏡
橋
は
全
国
で
も
１０
番
目
前
後
の
古
さ
と
み
ら
れ
る
。
１

９
８
９
年
以
前
の
旧
佐
賀
市
内
に
眼
鏡
橋
は
な
か

っ
た
、

と
い
う
の
が
通
説
だ

っ
た
が
、
こ
れ
を
覆
す
発
見
。
石
橋

の
宝
庫
と
言
わ
れ
る
九
州
に
眼
鏡
橋
が
広
が

っ
た
ル
ー
ツ

を
ひ
も
と
く
資
料
に
も
な
り
そ
う
だ
。
　

　

【上
田
泰
嗣
】

見
な
け
れ
ば
ア
ー
チ
橋
と
気

づ
く
の
は
難
し
い
。

熊
本
県
八
代
市
の
石
橋
の

博
物
館

「東
陽
石
匠
館
」
の

上
塚
尚
孝
館
長
（７２
）
に
よ
る

と
、
眼
鏡
橋
は
全
国
で
約
１

８
０
０
あ
り
、
う
ち
９５
晰
は

九
州

ｏ
沖
縄
に
集
中
し
て
い

る
。

宮崎の研究家佐賀の大覚寺で発見

足
元
に
あ
っ
た
〃宝

〃歴
史
覆
す

こ
の
橋
は
同
寺
の
参
道
橋

で
、
長
さ
４
肝
、
幅
３
済
。

今
年
８
月
、
宮
崎
市
の
り
だマ

チ

ュ
ア
石
橋
研
究
家
、
贄
田

た
け

か
ず

岳
和
さ
ん
（５５
）
が
佐
賀
市
を

訪
れ
た
際
に
発
見
し
た
。
そ

の
後
、

小
城
市

の
石
橋
研

究

家
、

世

戸

慎

吾

さ

ん

（
４８
）
が
ヽ
欄
干
の
親
柱
に
「寛

文
十
二
壬
子
歳

（
１
６
７
２

年
）

南
呂
（
８
月
）
上
旬
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認

し
、

建
造
年
月

が
判

明

し
た
。

こ
れ
ま
で
県
内
最
古
と
考

え
ら
れ
て
い
た
の
は
、
い
ず

れ
も
１
７
０
０
年
建
造
の
小

城
市
の

「
三
岳
寺
太
鼓
橋
」

と
嬉
野
市
の

「吉
浦
神
社
大

黒
丸
橋
」
だ

っ
た
。
九
州
最

古
と
さ
れ
る
長
崎
眼
鏡
橋
は

１
６
３
４
年
建
造
で
、
大
覚

寺
参
道
橋
は
そ
れ
か
ら
３８
年

遅
い
こ
と
に
な
る
。

橋

が
架

か

っ
て
い
る

の

は
、
佐
賀
市
内
を
流
れ
る
多

布
施
川
か
ら
農
業
用
水
を
引

く
た
め
に
造
ら
れ
た
水
路
。

周
り
は
住
宅
街
で
見
通
し
が

き
か
ず
、
意
識
し
て
側
面
を

「眼
鏡
橋
は
大
陸
か
ら
長

崎
に
入

っ
て
九
州
に
広
が

っ

た
と
言
わ
れ
る
。
今
回
の
発

見
で
長
崎
か
ら
佐
賀
を
通

っ

て
石
橋
が
広
が

っ
た
道
の
り

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
上
塚
館
長
は

話
し
て
い
る
。

大
覚

寺

の
住

職

（
５５
）
は

「子
供
の
こ
ろ
は
橋
の
上
で

夕
涼
み
を
し
て
い
た
。
そ
ん

な
に
大
切
な
も
の
と
は
思

っ

て
も
み
な
か

っ
た
」
と
足
元

に
あ

っ
た

〃
宝
″
に
驚
い
て

い
た
。


